
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■会長の時間                  会長 藤本範行君 

皆さんこんにちは。 

早いもので 11 月も最後の

例会となりました。今年はい

つまでも暖かくて、11月末に

なってようやく秋の深まりを

感じますが、札幌では 62年ぶ

りの大雪でした。聞くところ

によると、米沢でも昨日は初

雪がふったそうです。 

 先週、「眠っている遺伝子

をオンにしてみよう」という話をしましたが、今日は江戸

時代を代表する絵師・尾形光琳が、50 歳になって眠って

いた遺伝子をオンにした話をします。昨日の 4 時にテレ

ビをつけてみると、俵屋宗達の『風神雷神図屏風』が画面

に映し出されていました。NHKの番組、歴史秘話「琳派400

年尾形光琳」の再放送でした。尾形光琳がこの絵に遭遇し、

凄さに魅せられて、少しでも近づき追いつけないものか

と願うシーンでした。尾形光琳は、1658 年に京都の裕福

な高級呉服商の家の次男として生まれました。その父は、

書や絵画など多趣味の風流な人でしたが、光琳はその影

響を受けつつもボンボン育ちのドラ息子で、遊びほうけ

ていました。30歳の時にお父さんを亡くすのですが、そ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の時の弟のアドバイスを聞いて、絵師の仕事の手習いを

始めたそうです。といっても遊びグセは直らず、特に女好

きは有名で、30 代で四人の子供をもうけていますが、全

て母親は別人だったそうです。遊興三昧の日々を送り、相

続した莫大な財産を湯水のように使い果たして、35 歳で

遂に破産し、弟の乾山からも借金する始末でした。放埒で

無責任ながら、貴族的で高尚な芸術的プライドは、捨てま

せんでした。彼の描いたユニークな作品は、団扇に始まり、

蒔絵、小袖、屏風絵のほか晩年には水墨画に及ぶものでし

た。天才的センスの良さは高く評価され、多くのスポンサ

ーや支援者がつくようになります。初期の作品の中では、

40代前半に手がけたとされる傑作、国宝『燕子花図屏風』

（東京・根津美術館所蔵）が有名です。この頃から本格的

に作品作りに励み、公私ともに親しかったパトロン（後援

者）の中村内蔵助について 45歳で江戸に行き、新しいも

のを吸収しています。5年後にまた京都に帰ります。その

時に、当時臨済宗建仁寺の末寺であった妙光寺で、俵屋宗

達の『風神雷神図屏風』に出会い、圧倒され深い感銘を受

けたのです。この屏風絵を模作したのが光琳の『風神雷神

図屏風』も有名です。しかしながら、どうあがいても俵屋

宗達の域には達することはできないと悟ります。そこで

胸を張って「これが光琳だ！」といえる作品を作ろうと決

意します。それまで眠っていた遺伝子をオンにするチャ

ンスをモノにした瞬間でした。生きてきたまんまを、絵に

表し、新たな光琳独自の美の世界を見出すことに専念す

るようになります。そうして晩年に手がけた代表作がで
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2730地区ガバナー    野中 玄雄 

中部分区ガバナー補佐    橋口 正樹 

RIテーマ 『世界へのプレゼントになろう』 

第 2730地区テーマ『奉仕は力！活かそう例会』 

高鍋ロータリークラブテーマ 

     『創立 40周年へのプレゼントになろう』 

12月の月間テーマ  

   疾病予防と治療月間 

 

７．月初めのセレモニー  

８．ＢＯＸ披露 

９．各委員会報告   

10．次週例会案内 

11．点   鐘  

 

＊ゲスト＝檜室監督 

１．点  鐘  

２．ロータリーソング  

君が代・奉仕の理想   

３．ビジター・ゲスト紹介 

４．会長の時間 

５．幹事報告 

６．出席報告 

 

本日の例会案内  ＊米山ランチ 

＊月初めのセレモニー ＊高鍋高校ラグビー檜室監督   

＊雑誌紹介  ＊クラブ研修  ＊終了後理事会 
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次週例会案内；12月 10日（1910回） 

 ＊年次総会      ＊クラブ協議会＝半期報告  

＊血圧測定   ＊プログラム委員会  

 

第 1908 回 例会内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



きあがります。その作品が、琳派芸術の最高傑作といわれ

ている国宝『紅白梅図屏風』（MOA美術館所蔵）です。紅

梅、白梅の真ん中に流れる黒い川は紆余曲折した彼の人

生を表すものだとも評されています。本物をみてみたい

ものです。 

 人は、短かな人生の中で、ほとんどの方が眠っている遺

伝子のスイッチをオンにしないまま終えているかもしれ

ません。「私は、どうなんだろう」ふと考えてみました。 

高鍋 RCには、貴重な遺伝子をオンにされている方がた

くさんおられるような気がします。 

 

■幹事報告＜文書案内＞    幹事 中武泰一郎君 

＊西都RC12月の例会案内 

＊第3期RLI-2730パートⅡ案内 

 日時 2016年2月7日(日) 

   10：00～17：20 

  場所 宮崎日本大学学園 

 登録料 5,000円 

＊地区職業奉仕研修会報告 

＊加世田RC連絡先変更案内及び 

会員増強パンフレット送付 

 

■ＢＯＸ披露     親睦活動委員長 岩切 洋君 

＜ニコニコ・財団・米山ＢＯＸ＞ 

藤本範行君 日本3B体操協会の  

 井川直子様をお迎えしました。 

 今日は体操のご指導楽しみに 

しています。佐土原の武政君よ 

うこそおいでくださいました。 

長谷川川修身君 井川先生本日 

はお忙しい中ありがとうございます。会員全員楽しみに 

していますので宜しくお願いします。 

木浦亨英君 仕入の都合上長期にわたり例会に出席でき 

ず申し訳ございませんでした。仕入も落ち着きましたの 

で本日から例会に積極的に出席します。 

 

■出席報告      出席副委員長 向山健一君 

出席状況（11/26）  

会  員  数 46名 

出 席 会 員 数 33名 

ホーム出席率 71.74％ 

前々回修正出席率 80.43％ 

 

 

         
ＳＡＡ 岡島達雄君       長谷川修身君 

☆外部卓話―3B体操   3B体操協会 井川直子様 

   

    

      

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

           

   ビジター 武政勝巳君     平山英俊君             

（佐土原RC） 

   

     

 山口順一君     ピアノ演奏 森幸子さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 


